
民
間
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を

１
９
３
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）は
現
在
、
世
界
で
最
も
包

括
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
の
目
標

は
、
官
民
の
両
セ
ク
タ
ー
が
そ
ろ
っ
て
達
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
次
の
２
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。

第
１
に
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
投
資
が
大
き
く
不
足
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

最
も
重
要
な
財
源
の
１
つ
と
な
り
得
る
民
間
セ
ク
タ

ー
は
、
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
成
果
の

改
善
と
い
っ
た
面
で
さ
ら
に
大
き
な
役
割
を
担
う
可

能
性
が
あ
る
。

第
２
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
産
業
界
の
役

割
が
慈
善
事
業
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
域
を
超
え
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
確
か
な
投
資
効
果
が

あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
や
気
候
変
動
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
推
進
の
取
り
組
み
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、

民
間
セ
ク
タ
ー
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
種
年
金
基
金
は
、
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

取
り
組
み
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
組
み
込
み
始
め
て

い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
う
え
で
民
間
セ
ク
タ
ー
の

役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
世
界
銀

行
グ
ル
ー
プ
の
最
貧
国
向
け
基
金
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ａ

（
国
際
開
発
協
会
）は
、
第
１８
次
増
資
の
際
、
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
民
間
資
金
動
員
を
推
進
す
る
民
間

セ
ク
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
初
め
て
設
定
し
た
。

さ
ら
に
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
支
援

の
資
金
動
員
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｆ
Ｄ（
開
発
資

金
最
大
化
）と
呼
ば
れ
る
共
通
ア
プ
ロ
ー
チ
に
資
金

提
供
者
と
合
意
し
た
。
こ
の
Ｍ
Ｆ
Ｄ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

資
金
、
専
門
知
識
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
ら
ゆ
る

資
源
を
体
系
的
に
活
用
し
て
途
上
国
の
持
続
可
能
な

成
長
を
支
え
る
こ
と
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
公
的
資
金

の
利
用
を
最
適
化
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
う
え
で
、
こ
う
し
た
新
し

い
画
期
的
な
方
法
は
、
各
国
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
調

整
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
、
世
界

銀
行
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
フ
ァ
ン
ド（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
）を
創
設

し
た
。
１
年
前
に
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
フ

ァ
ン
ド
だ
が
、
３０
カ
国
以
上
で
の
政
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
実

企
業
と
の
連
携
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

―
―

日
本
企
業
へ
の
期
待

マ
フ
ム
ド
・
モ
ヒ
ル
デ
ィ
ン

M
ahm
oud
M
ohieldin

世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
上
級
副
総
裁

２
０
３
０
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
国
連
関
係
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
担
当
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施
を
後
押
し
す
る
た
め
、
各
国
の
国
内
、
地
域
レ
ベ

ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

デ
ー
タ
や
分
析
結
果
、
革
新
的
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て

い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
活
動
の
事
例
と
し
て
は
、

民
間
セ
ク
タ
ー
の
参
画
が
主
要
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
及
ぼ
す

効
果
を
評
価
す
る
ツ
ー
ル
、
証
拠
資
料
、
指
標
の
開

発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
で
こ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
別
の
例
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
官
民
の
投
資

を
呼
び
込
む
た
め
、
衛
星
画
像
や
地
図
作
成
、
各
種

デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
屋
上
太
陽
光
発
電
の
可
能
性
を

見
極
め
る
活
動
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
障
が
い
者
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
収
集
・
活
用
し
、
す
べ
て
の
人
々
に

門
戸
が
開
か
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
ガ
ー
ナ
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

で
国
内
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
事
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の

デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

新
興
市
場
や
途
上
国
で
官
民
に
よ
る
投
資
の
リ
ス

ク
と
リ
タ
ー
ン
を
評
価
す
る
に
は
、
デ
ー
タ（
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
含
む
）と
診
断
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
質
、

量
と
も
に
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
世
界
銀
行
グ

ル
ー
プ
で
は
、
公
共
投
資
の
効
果
を
評
価
す
る
た
め
、

厳
格
な
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。
イ
ン

フ
ラ
が
貧
弱
な
国
々
で
は
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
の
取

得
は
容
易
で
は
な
い
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
実
験

を
通
じ
て
、
開
発
上
の
課
題
へ
の
対
処
に
必
要
な
デ

ー
タ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
界
銀
行
グ

ル
ー
プ
は
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ン

サ
ー
を
利
用
し
て
バ
ス
運
転
手
の
運
転
動
作
を
測

定
・
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
や
死
亡
率

の
因
果
関
係
を
調
査
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
資
金
を

利
用
す
る
際
の
効
率
と
生
産
性
を
最
大
化
す
る
意
味

で
、
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
民
間
投
資
に
も
応
用
で
き

る
は
ず
だ
。

先
般
、
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
投

資
の
運
用
原
則
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
パ
ク
ト

管
理
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
導
入
に
つ
い
て
投
資
家
へ

の
手
引
き
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ（
国

際
金
融
公
社
）イ
ン
パ
ク
ト
投
資
運
用
原
則
は
、
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
発
展
の
枠
組
み
と
な
る
。
こ
の
原
則

は
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
戦
略
上
の
意
図
、
投
資
の

組
成
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

管
理
、
エ
グ
ジ
ッ
ト
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
投
資
の
検

証
を
網
羅
し
て
い
る
。

「S
o
c
ie
ty
5
.0
fo
r
S
D
G
s

」の
実
現
に

向
け
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
が
、

こ
の
目
標
を
達
成
し
た
国
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
歩
み
を
加
速
す
る
迅
速
な
体
制

づ
く
り
の
支
援
と
な
る
画
期
的
手
法
の
発
見
・
習
得

を
目
指
し
、
各
国
が
腐
心
し
て
い
る
。
Ｇ
２０
の
成
果

に
お
け
る
議
長
国
で
あ
る
日
本
の
貢
献
、
企
業
行
動

憲
章
、
Ｂ
２０
サ
ミ
ッ
ト
は
、
い
ず
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル

な
規
模
で
「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
進
展
を
リ

ー
ド
す
る
重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
っ
た
。
経

団
連
が
打
ち
出
し
た
「Society

5.0

」
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
柱
に
据
え
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
長
所
を
活
か
し
て

未
来
へ
の
道
筋
を
劇
的
に
変
え
る
大
い
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

日
本
の
官
民
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
、
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
に
も
し

っ
か
り
と
合
致
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
手
を
携
え

て
開
発
資
金
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
れ
ば
、

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
達
成
に
向
け
て
、
確
か
な

歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
金
調
達
や
実
施

に
伴
う
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
の
協
働
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化
が
欠
か
せ
な
い
。
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
フ
ァ
ン
ド
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
道
具
と

な
り
、
各
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
一
助
と
な
る
。
持

続
的
で
公
正
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
充
実
と

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト（
集
合
的
イ
ン
パ
ク
ト
）

の
拡
大
に
向
け
て
、
皆
様
の
参
画
を
切
に
願
っ
て
い

る
。
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